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カ ード ・マジ 。ﾉﾌ専門 誌

剥li咄|llv由,masato muoilani

voI.5-n0.9

石田天海Ｑす1－ド奇術（１）

jｒl　　 、
7 …

…

ぞ ノ

麦 谷 員 里

(まえがき)｢ 天海の講習ﾉｰﾄ｣ という冊子があります(写真８５６)。手書きのコピーを簡易製本し

たもので､ 著者は､ 名古屋アマチュア･マジシヤンズ･クラブの会員であった大矢定義氏(故人)で

す。1981 年の刊行ですから､天海の死後10 年ほど経ってから出たことになります。内容は､ 大

矢氏が名古屋の石田天海邸で､ 月に２度行われた講習に基づいてメモされたものです。
: ･ ･  ・  ･‘ ･ I ･ l S ･ ･ .  ' , ' . - . = ･ " ･ ･ ･ ･ . , . ･ I ･ ･  .  - ･ ･ I ■■

■■■■

天満9 膜SJ- 卜。。

圀 回１ 匹S¶蓼1

ﾉ4

/Ttiiiil

写真８５６

｢Ｎ０．１｣と書 いてあります が､ Ｎ０.2 以 降 が 刊行され たかどうご･ よこ こ'･･.・ ７ 仏 、.ご、 、大 矢さ
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んのことです から､ お そらく続けて刊 行されたと思います。｢大 矢さん のことです から｣と書きました

づ､ それは､ 大 矢さんが 私の 刊 行する“ｍａsqｕｅrａｄｅ ｐａr↑I ″'の購 読 者だったからです。雑 誌を送

･でＴ ると決まって旬 日を経ずして大 矢さん から質問 の 葉 書や 手 紙 が届きます。私 は､ その 都度 、

丁 享 こ返 事を出しておりましたが､ 高 木 重 朗 氏 は 、同 様 に著 書 に 関する 質 問を大 矢さん から受

－てミごほとんど 回 答 はしてお られま せ んでした 。それ は､ 高 木さん の 場 合 は 全 国 から山 のよう

こ？｡ ヽ･合 わ せ が来るからで､ そもそも､ 超 多忙な高 木さん が､ そ の 質問 の すべ てに目を通して 回

答フ モ勿ミ 的余 裕も時 間 的余 裕もなかったからです 。

こｆ え ま､ 高 木さんからこんな話 を聞い たことが あります 。大 矢さん から、｢解説 には､『カード

モゲニ て置くjと書い てある が､ これは 表 向きで 置< の か 裏 向きで置くの かどっちです か ？｣ と質

？ づ 夭こ そうです 、高 木さんは､ 嘸 然として､｢ 伏 せ て置< んだ から裏 向きに 決まっているだろう｣

こ私 こＥｓしゃってました。

二こ ニピソードを紹 介した の は､ 大 矢さん の質 問 は､ この ように細 かいことが 多<､ したがって 、

天 夭Ｅん の言 か れた､ この｢ 天海 の 講 習ﾉｰﾄ｣ は､ 大 矢さん が 重 要だと思った点をかなり細部 に

亘ってメモしてあるということを意 味してい ます。ただし､ 私の 所 有する｢ 天 海の 講 習 のﾉｰﾄ｣ は、

大 矢さん から直 接 購 入したもの ではな<､ これを名 古 屋 名 鉄 百 貨 店 の 手 品 用 品 売場 のディーラ

ー が販 売していて､ それを購 入された方 から譲り受けたものです 。

読 んで みると､ これ は､ まさに大 矢さん の 個 人メモというか 備 忘 録 で､ 一 度 天 海 から習った 者

が 参 照に読 む のは いい のです が､ まった< 初 めての 人が､ これで天 海 のカード奇 術を会 得するの

はきわ めて 困難 です 。理 由はいくつ かあります。ひとつめ は､ 全 体 像 が 書 かれ てい ない の で､ い

くつ の ステップ から構 成されてい る手品 か 流 れが 不 分明なこと､ ふ たつめ は､ 実 際 の ハンドリング

が わ からないこと､3 つめ は 、これ は 解 説 書 ではない ので 、メモ の 内容 そ のものが 間 違っている

場 合 は､ 書い てある通りにやっても奇 術 ができないこと､ です 。

石 田 天海(1889 年－1972 年) がアメリカ合衆 国 での職 業 奇 術師 活動を辞 め て日 本 に帰 国し

たの は１９５８年です 。した がって､ １４年 間 主として 名古 屋に 居住され ていたことになります 。私も

1967 年 から数 年 間 名 古 屋に 住 んでいましたから、石 田 天 海と同じ空 の 下にい たの です が､ な

ぜ か､ 一 度もお 会いしたことが ありませ んでした 。何 か の 奇 術大 会 で､ ステ ージ の 上 で小 品を 演

じられ たのを拝 見したくらい で､ 個 人的 な知 遇を得たことはありませ ん 。理 由は わ かりませ ん が、

当 時､ たとえば 名古 屋アマチュア･ マジシャンズ･ クラブ は､ 私のような高校 生 には 敷 居が 高< 、そ

の 種 のクラブに 所属していな かったの が遠 因 かもしれませ ん。い まから考 えるともったいないこと

をしました。

さて､ この 冊 子 が そんな に沢 山 配 布され たとも思 えま せ んの で､ せっかくの 石 田 天 海 のカード

奇 術を記 録 に残しておこうと思って､ 今 回 私が 咀 囁して実 際に 演じることができるように解 説しま

す 。特に 大きく異なる 部分 は､ 観客 に見 せるように演出 とハンドリングを変えたことです 。カード奇

術 そのもの の 構 成 や 骨 格は 変えていませ ん の で､ 石 田 天 海 の 考え方 は 損な わ れ てい ないと確

信しています 。今 回 の解 説にあたって､ 言うまでもないことですが､ 貢 載した のは 石 田 天海と大 矢

定 義 氏 のお二 人です 。
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１。天海の｢客とやるカード｣

タイトルは､ すべて冊子の通りにしました。奇術雑誌に発表Ｔる二こぞ可き 二三７１こわけではあ

りませんので、タイトルが野暮ったいのは止むを得ません。

[現象]

客とマジシャンとが同じようにカードを扱いますが､ 客は何度やっても７じようにはできません。

[準備]

ありません。

[やり方]

冊子には何も書いてありませんが、これは全３段からなる手順です。

第1 段:『マジシャンと同じようにやってみる』

①テックから､ スペードのＡから5までの５枚のカードとダイヤのＡから5 の5 枚のカードを抜き出し

て客に示し､どちらか好きなスートの５枚を選んでもらいます。ここでは､ 解説の便宜上、マジ

シャンがスペード、客がダイヤを選んだとします。

②まず､ マジシャンがスペードのＡから5をトップから順にＡ,２、３､４､５となるように一旦揃え、

全体を表向きにして客に示し(写真857) 、客の持っているダイヤのカードも同じように揃えてく

れるように頼みます。

写真857

③客に､これからマジシャンンと同じようにやってくれるように言います。まず､ パケット全体をそ

ろえて裏向きにひっくり返します。一番上がＡになります。5枚をよく広げ､ 真ん中( 上から３枚

目)のカードを抜いて､トップに載せます。客にもそのようにしてくれるように頼みます。

④次に､ ボトムのカードを取って､これを真ん中に入れます。客にもそのように指示します。

⑤トップ･カードを取って､ ボトムに回します。

⑥５枚のパケットを裏向きでよく揃えます。トップ･カードをテーブル上に裏 両言で置きます。次の

カードをパケットのボトムに回し､3 枚目のカードをさきほどテーブルに土したカードの上に裏向

きで載せます。その次のカードをボトムに回し､ その次のカードをテーブル上のカードに裏向き

で重ねます。その次のカードもボトムに回し､ その次のカードをテーブル上の刀－ドに重ね言ET 。
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左 手に 残った1 枚 のカードは､ そのままテーブ ル上 のカードの 上に 裏 向きで置きます 。一 種の

ダウン･ アンダーです 。

ｙ それでは､ あなた が私と同じようにやったかどうか､ 点 検してみましよう｣と言って､ テーブ ル上

ご)パケットを取り上げ て表 向きにして点 検します 。ボトム からトップ方 向 へ､ Ａ、２､３、４､ ５の 順

こ立んでいます( 写真８５８)。

写真858

旦｢素清らしいですね。上手にできたようです｣と客を誉めます。

第２段:『今度は同じようにできない』

⑨もう一度やってみましょう。5枚のカード裏向きでトップから Ａ～５の順に揃え直します。真ん中

のカードを抜いてトップに置きます。ボトムカードを取って､真ん中に入れます。

⑩トップからボトムに､ はっきりと1 枚ずつ２枚のカード送りますが､２枚目のカードをボトムに回し

たら､その上にブレイクを作っておきます。そして､ その次の３枚目のカードを同じようにトップ

からボトムに回す仕草で､ 実際は､ ブレイクの位置のボトムから２枚目に入れてしまいます。

⑨これを繰り返します。トップからボトムヘ２枚送ります。その次の3 枚目のカードはボトムカード

の上に入れます。

⑥次に、トップから1 枚ボトムに回します。これで､ マジシャンのカードは、トップからＡ,２､３、４、

５の順になっていますので､ 全体を表向きにひっくり返して､ 客に順序が変わってないことを示

します。ここで、客のカードを点検すると､順序がそろっていません。

第3 段:『最初からもう一度』

⑩｢おかしいですね？もう一度やってみましよう｣。マジシャンの5 枚を､ 裏向きにして､ 上から､Ａ

２､３､４､５の順にします。｢いいですか？上からＡ,２､３､４､５です｣と言いながら、左手から

右手にカードの順序が変わらないように取って行きますが､このとき､Ａの下に２､その下に3

を取るとき､右親指で一番上のＡを左に押して左手に戻し(写真８５９)、同時に左手のボトムカ

ードをバックルして上の２枚を同時に、｢４｣と言って右手取ります。左手は残った5を指でパチ

ンと弾いて、｢５｣と言います。そして､ 客にも、自分の5 枚のカードを上から順にＡ,２､３、４､５

と揃えるように言います。この時点でのマジシャンのカードは上から､２､３､Ａ,４､５です。
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写真859

⑩マジシャンは､５枚のパケットを裏向きで拡げ､ 真ん中のカードをトップに持って来ます､ 客にも

同じようにしてもらいます。次に、ボトムカードを取って真ん中に入れます。さらに､ボトムカード

を取って真ん中へ入れることをあと２回繰り返します。これで､マジシャンの5 枚は、トップから、

Ａ,２、３、４､５の順になりました。全体を表向きにしてカードの順を示します。客のカードを点

検すると､そのような順序になっていません。｢同じように行なうのはなかなか難しいようです

ね｣と言って終わります。

[コメント]

いわゆる“l)O QS l dO'″ものですが､ 難しい技法を使わず構成されているところが優れています。

ただし､カードの操 作が複雑なので､客のほうも一瞬(自分が)間違えたかな？と思ってしまうとこ

ろが難点です。そういう観点からは､ ギャフ･カードを1 枚使いますが､ ケン･ブルックの手順のほ

うが普通の観客相手には演じやすいです。

2｡ 天海の｢いつも客のカードが｣

[現象]およそ不可能と思われる状態から客の選んだカードを２回当てます。

[準備]

このノートが天海の講習のメモであることはすでに述べましたが､ 重要であるにも関わらず､ メ

モにまった<書いてないことがけっこうあります。それは､ おそらく､大矢さん自身が､ メモに書<ま

でもないと思われたからです。しかも､このメモは、当然といえば当然ですが､ このカード奇術を

不思議に演じることに主眼があり､おそら<天海が語ったであろう､なぜ､ この作品を考えたか､と

か､ 技法は誰のものとか､ 誰のカード奇術に影響を受けた作品だとか､ およそ私が知りたい周辺

のことは何も書いてありません。天海はバーノンと親しかったので､たとえば､ バーノンはこう演じ

ていたとか､ そのような瓊末なことを知りたいのに､ そうした情報は一切収録されていません。

話が横道に逸れてしまいました。このカード奇術も､ 講習メモのどこにも言いてありませんが、

実は52 枚のテックではなくて､52 枚＋２枚のジョーカーの計54 枚で渓じます。しかも､ ジョーカ

ーのうち1 枚はショート･カードであることが後で判明します。さらに百Ξ テープの必要な二とも途
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中で突然わかります。

エデック(５２枚 十ジョーカー２枚の計５４枚)からダイヤのカードをすべて抜き出して､ 次のように

セットします。まず､ 表向きでＡ～３の3 枚を一山。次に､４～９の6 枚を一山､ 最後に１０～Ｋの４

衣を一山に重ねます(写真８６０)。

写真８６０

次に､ それぞれの山の上に､ やはり表向きで､ 黒いカード(奉かみ)をダイヤの３の山の上に3 枚、

ダイヤの９の山の上に6 枚載せます(写真861) 。

写真861

ダイヤのＡ～3 を含む6 枚のカード群の上にダイヤの４～９を含む12 枚のカード群を載せ、こ

の18 枚のパケットの上にダイヤの１０～Ｋの４枚を載せます。そしてこの２２枚を輪ゴムで止めま

す。残りのカードはこの輪ゴムパケットの表側に載せ、一枚だけ裏側に持ってきて輪ゴムを隠し

ます。この状態でセットしたテックをカード･ケースに入れておきます。

②左手の甲にlcm 四方<らいの両面テープを貼りつけておきます。

③２枚のジョーカーのうち1 枚をショート･カードにしておきます。

[やり方]

第1 段:客のカードを当てる
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①テックをカード･ケースから出して､ 輪ゴムが見えないように注意しながら､ 縮ゴムで緋られてい

ないカードをオーバーハンド･シャッフルして､テックを切り混ぜたように見せ言こ丁。その後で輪

ゴムをひそかに外すのですが､これは要するに予めセットした２２孤を温存しな：がらシャッフル

するということですから､昔は､ このように輪ゴムで留めたかもしれませんが､ 最近では流行ら

ないことなので、[準備]の項ではそのように書きましたが､２２枚のセット部分を輪ゴムで留め

る必要はなく､その２２枚をトップにセットしたまま残りのカードをシャッフルすればそれで十分

です。ダイヤのＡがトップ･カードです。

②テックを裏向きに持って、｢これからあなた(客)にやってもらうことを説明しますから､よく聞い

てください。簡単です。最初に1 枚ずつ並べます｣と言って､ 上から順に1 枚ずつ､ 横に6 枚のカ

ードをテーブル上に並べます。左から３枚がダイヤのカードです。次に、｢この上に､２枚ずつ

のカードを配ります｣と言って､カードの順序を変えずに､２枚ずつのカードを置きます。

③さらに、｢その次は､３枚のカードを置きます｣と言って､ やはりカードの順序を変えずに最初の

山のところに3 枚置いたあと､｢ あとは同じですから省略します｣と言ってカードは配りません。

④｢ その 次は順序から行けば４枚ですが､４枚ではなくて２枚置きます｣と言いながら､ 順序を変

えずに２枚のカードを最初の山だけに配ります。ただし､このとき､２枚のうち下になっているほ

うのカードは､ やや下に突き出るように置きます(写真862) 。

写真862

⑤右手で､ 左から３番目の山を取って､ 左手に残っているパケットの下に入れます。次に左から４

番目の山、５番目の山､６番目の山をそれぞれ取り上げて､ 左手のパケットの任意の場所に入

れます。ただし､ボトムから3 枚より上に入れるようにします。

⑥残っている左から２番目の山を左手のパケットの下に加えます。次に、１番目の山の最後に2

枚置いたカードのうち手前に突き出ている下側のカードを右手で取り上げて､このカードで1 番

目の山のすべてをすくって取り上げ､ 左手のパケットの上に載せ函す。

⑦この状態で､テックを点検すると､トップからﾌ 枚と､ボトムから6 枚がダイヤのカードになってい

ます。

⑧ここで､ テックを客に渡し､「いま､ 私が行った通りに配ってみてくだＥい」と言い百Ｔ ．言ﾐず､ 最
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初に6 枚配り、その上にカードの順序を変えずに２枚､ 続いて3 枚､ さらに２枚ずつ配るのです。

最後に手元に残った６枚は、１枚ずつ山の上に配ります｣と言います。すると､テーブル上に6

つの山ができますが､ それぞれの山のトップとボトムがダイヤのカードになります。

ド できあがった6 つの山から、どれでもお好きな山を選んでください｣と言います。客が好きな山

そ選びます。｢では､ その山の中からお好きなカードを1 枚引いてください。どれでもかまいませ

ｰ｡｡客がトップやボトムのカードを選んだら､それはダイヤのカードです。そうでなければ､ 何の

こ一ヽかり かりませんが､ ここで知る必要はありません。

二 こ こ､そのカードの表を見てよ< 覚えてください｣と言います。客が覚えます。｢覚えたら、その

こ一ヽを到の山の上に戻してください。どの山でもかまいませんが､ カードを選んだ山以外の山

二三､｡てください｣客がそうします。｢最後に､ 山をどのような順序でもいいですからすべて集め

てくてＥいよ 頼みます。この作業によって､ 客の覚えたカードは２枚のダイヤのカードに挟まれ

モ二ここぶり言ﾐす。

で]写ごらチンクを受け取り何気な< 数回カットします。｢あなたの覚えたカードを探します｣と言って、

コードの表を見ながら客のカードを探します。２枚のダイヤのカードで挟まれているのが客のカ

ードでＴ ．ただし､ＡとＫの間のカードは最初から挟まれていたもので､ それは客のカードでは

j5りません。また､ 客がダイヤのカードを選んでいた場合は､3 枚並んだダイヤのカードの中央

が客のカードです。

皿いくつか例を述べます。たとえば､ 客が右から２番目の山の中からクラブのJ を抜いて覚えて、

それを左から２番目の山の上に返してから、6つの山を適当に集めて1 回カットしたとします。

このテックを表向きに拡げると､２枚のダイヤのカードに挟まれたカードは、◇Ａと◇Ｋの間にあ

る1 枚と､4J だけです。したがって客の選んだカードが4J ということがわかります。

⑩もうひとつの例は､ 客がダイヤのカードを選んだ場合です。客が右端の山のトップカード(◇)を

選んで覚え､ それを左から４番目の山の上に置いて､6 つの山を任意の順に重ねて集め1 回カ

ットしたとします。テックを表向きにして点検すると､ダイヤのカードが3 枚連続して並んでいる

箇所があります。この3 枚のダイヤのカードのうち、中央のダイヤのカードが客のカードです。

⑩客のカードがわかったら､ 表を見ながら､まず、ダイヤ以外のＫを1 枚裏向きでテーブル上に出

します。次に､ショート･カードのジョーカーを探して､これも裏向きで､ いま置いたＫの右横に置

きます。続いて､ 客のカードを含めて12 枚のカードをひそかに数えてテーブル上に出ているＫ

の 下側に裏向きで置きます。客のカードがトップです。最後に､ 残ったカード群をすべて､ジョ

ーカーの下側に裏向きで置きます(写真863: 表向きのカードは本来すべて裏向きです)。

⑩この状態から､ まず､ 左手で裏向きのＫを取り上げ､ 表向きにしながら、｢あなたの選んだカー

ドはこれですか？｣と訊ねます。客は否定しますので､ 左手を戻しながら、甲を客のカードの山

に着け甲に貼った両面テープに客のカードを着けます。同時に､ 右手で裏向きのジョーカーを

取り上げて表向きにして、｢では､ このカードですか？｣と客に訊ねます。客はこれも｢違う｣と否

定します(写真864) 。

⑩そこで､ 左右両手のカードを再びテーブルの上に戻しながら、左手の 甲が上になるようにする
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と､左手の甲に客のカードが表向きになって現れます。客はびっくりし言ΞΥ1 写真８６５λ

写真863

写真86 ４

写真８６５

⑩客のカードを左手の甲から剥して左下の11 枚のパケットに戻し､その上に左上のＫ､さらにそ

の上にショート･カードのジョーカーを載せます。これで第２段のセットができましたエ
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第２段:２枚目の客のカードも当てる

①ショート･カードのジョーカーが載った14 枚のパケットをテーブル上に拡げて(リボン･スプレッド

して)客に1 枚のカードを選んでもらいます。客が選んだら､ パケットを揃えて､ その上に残りの

カードを載せますが、このとき､ショート･カードの上に右親指でブレイクを作っておきます(写真

866) 。
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② 客 に引い たカードを 覚えてもらっている間 に、右手 のテックを 左手 にヒンズー･ シャッフルし始

めます 。客 に適 当なところでストップをか けてもらい､ ストップ の かかったところに客 のカードを

返してもらい ます。ただち にヒン ズー･ シャッフルを続 けます が 、このとき､ 最 初 にブレイクから

下 のカード群を客 のカードの 上 に落としてしまい､ そのあとでヒンズー･ シャッフルを続けます 。

結 具として客 のカードはショート･カードのジョーカー から下 へ13 枚 目 の位 置に 来てい ることに

ｱiこりまＴ 。

了テックを一旦テ ーブ ルの 上に置 きます 。｢今 度こそ､ あなたのカードがどこにあるか誰 にもわか

りま せん｣ そう言 いながら、テックを 左手 に持って右 手で手 前 の 端をリフルします。ショート･カ

ードのジョーカーのところで止まります ので､ そこでカットします 。

ぐ いつも､ ジョーカーが 教えてくれるの です｣ と言って、まず､ ジョーカーを表 向きにして､ 次い で、

その 下 のカードを開けてＫであることを示し、｢これ がキングだったら､ こここら13 枚 目にあなた

のカードがあるとジョーカー は 言っています｣ と言って、最初 のＫを含 んで13 枚 数えて行くと、１

３枚 目に 客のカードが 出てきます 。

:ニメント]

この手 品 は､ おそら<､ この通りに演じられ たのだと思います が､ いくつか 風変 わりな点 がありま

す 。まず､ 最初 のダイヤ のセットですが､ ダイヤでさえあ れ ばいい わけで､ Ａから順にＫまでセット

する必 要 があるの は､ ＡとＫの 間の カードが 客 のカードでないことを同 定するときにしか 使ってな

い ので 面妖 です。また､ セットを輪ゴム で縛る必 要が ない の は すでに書きました 。後 半も一 度 出

たＫとジョーカーとがまた一 緒に 出て来るの ですから、きっと何 か ストーリー があったの だと思 い

ます 。客 のカードを当てるのに､ なぜこんな冗 長な手 順を 行なうの か不 思 議です 。
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3｡ 天海の｢両側のカード｣

[注]｢ 天海の講習ノート｣では､3 つ目に書かれているのは｢3 つの山｣という一役のトライアンフ

現象のカード奇術ですが､ テックを片手に何回も読み直して何度もやってみ言Eしたが､ 読解も理

解も非常に困難で､ テックの状態がなかなか大矢さんの書かれている図のようにはならず､ また、

クライマックスも､これで不思議なのか？と思うような塩梅で､ 私が勝手に解釈するのも憚られる

ので掲載を断念しました。次の｢両側のカード｣はノートでは実は４番目のものです。

[現象]客の覚えたカードの両側のカード(２枚)をマジシャンが当てます。

[やり方]

①テックを客によ<シャッフルしてもらいます。客が満足したらテックを受け取って､ 何気なく表を

見て､｢ よく混ぜましたね｣と言いながら、トップから４枚目のカードとボトム･カードとを覚えます。

ここでは､ 解説の便宜上、トップから４枚目に◇6､ボトムにワ４があったとします(写真867) 。

写真８６７

②テックを裏向きで左手に持ち､ 右手で上半分を持ち上げて､ヒンズー･シャッフルしますが､１枚

のカードを右半分のトップから左手に取ったところでシャッフルを止めて､ 右手の半分を左手の

半分の上に置きます(写真８６８)。

写真８68
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ｌ テックを左手に裏向きで持って、トップ､カードをダブル･リフトして客にだけ表を見せ、「このカ

ードをよく覚えておいてください」と言います。たとえば､このカードが奉ﾌだったとします。このダ

ブル･リフトした２枚を一旦､ テックの上に戻してから、トップ･カードだけをテーブル上に裏向き

で置きます。そして､ 何気な<テックを1 回カットします。これで､ 奉７の両 側に､ さきほど覚えて

置いた:6 とて４とが来たことになります。

:4テックを裏向きに持つたまま､テーブルの上のカードを裏向きのままテックの中に入れます。入

ｒ.ると唇表は見せないで、「このカードは覚えていますね？」と念を押します。また､ このカード

そ・７の近こ には入れないように注意します。２､３回カットしてから｡ 客にテックを渡し､ 表向き

ﾌここ げて､ さきほど覚えたカードとその前後のカード２枚の合計３枚を抜きだして､ マジシャン

に三えﾌ;こいようにして両手で持ってくれるように頼みます。この３枚のカードは､ ◇6と奉フとワ４

でＴ 写真８６９八

写真869

⑤客の準備ができたら、｢あなたのカードは何でしたか？｣と訊ねます。客が｢スペードのフ｣と答

えますから、｢それでは､ その両側のカードを当てましょう｣と言って､おもむろに考える風情で。

｢ダイヤの6 とハートの４です｣と両側のカードを当てます。

[コメント]

マジシャンからすると､こんなカード奇術で客が驚くか？と思いますが､ 客は十分に驚きます。

それは､ やはり、テックを最初に客に思う存分シャッフルさせるからです。テックのトップからダブ

ル･リフトするところは、｢天海の講習ﾉｰﾄ｣ では､ まったくちがった方法がとられていて､それは、

マジシャンの唾液をひそかにカードにつけて、トップ･カードと２枚目のカードとをくっつけてしまう

方法です。カードを唾液でコントロールする方法は､ Ｈａrry Lorａyｎｅも使っていて､ 私も実際に見

せてもらったことがありますし､ 彼の著書にも解説してあります。ひそかに行なえば､ 非常にパワ

フルな技法になりますが､ 唾液をいつどうやってカードにつけるか､ など､ なかなか微妙な問題が

あります。指を甜めるのは、日本でも欧米でも行儀の良いことではありませんので、今回は敢え

て採用せずに､ ダブル･リフトを使いました。基本的な効果に差異はありません。また、｢講習ノー

ト｣には、マジシャンが先に､ テックから別の３枚を抜き出して､｢ このようにあなたの覚えたカード
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の両側のカードを含めた3 枚のカードを探して抜き出してください｣と俣を見７ て言うのですが､ 私

は、この時点では､ もうマジシャンがテックに触ったり表向きにしたりし１こいほうがいいと忌いまし

たので､ そのような演出は取りませんでした。ただ、｢講習ノート｣ではそのようになっております

ので､ 書いておきます。

4｡ 閑話休題

もう紙数 がなくなって来たので､ 天海のカード奇術は､ 次回に続けることにします
Ｏ
ちなみに、

｢ 天海の講習ﾉｰﾄ｣ に収められているカード奇術のタイトルだけを列挙すると､次の通りです。

①客とやるカード

②いつも客のカードが

③3 つの山

④両側のカード

⑤ケースの中のカード

⑥客のカードを当てる法

⑦水と油

⑧なくなったクィーン

⑨3 枚同じカード

⑩誰も起こらないでしょう

⑥私のマネをしてごらん

⑩⑥の別バージョン(ギャフ･カードを使わない方法)

⑩チェンジング･カード

⑩ミステリ一 一フォア･エーセス

⑩客のカードを1 枚抜< 法

⑩移動するエース

⑩分けられないカード

⑩フォア･エーセス

⑩ファン･カード

⑩セブン･カード

⑩ 十①ファントム

⑩ 十②アルディニーのカード

このうち､１ 以下はステージで行なうカード奇術です
エ
最後の2 つは奇術用具も使いますので、

｢天海のカード奇術｣というよりも、(カードを伎った奇術の天漢の渓と で見せ方)｣ と言ったほうが

いいかもしれませんエ

ところで､ すでに述 べたように私 三身は三日 天満 の警:ｉ こ授。こ二こg:ｉ匈弓Eさ ん
エ
石田天海

に聞する本としては､ その半三を三分で綴った'そ術三ＴΞ｡ ざ・ｔ弓ΞＴ ．二つ･２こ=ｇ祠ヨ新聞か

ら二j=行さ乙た毛の1961 与 と､それを増碍･訂二して新ご こ二ニニン貿易こミ ここ三こ限芝で出し

69



たもの(1975 年) 、それに､ 朝日新聞賑をミ 翠として再編集して日尽図書でンターから出された

もの(１９９８年)の3 種類があります。私が所有している本は､ ユニコン貿易から出た５００部限定

のもので､ 定価は3500 円ですが､ 私は古本屋から５０００円で講入しました(写真８７０左)。｢奇

術五十年｣は､ 手品関係のものを扱っている古書店では前述のように５０００円もしますが､ 街の

普通の古本屋なら､ そもそも需要がないので、1500 円前後で売っています。この本が書かれた

時点では天海の奇術歴は｢五十年｣だったのですが､ 結果として､ 六十年の奇術人生でした。

写 真８７０

私 は､ このほ かにも“ＴＨＥ ＴＨＯＵＧＨＴ ＯＦ ＴＥＮＫＡＩ“はもちろん のこと､｢ 天海 のカードマニピ

ュレーション｣も持っていますし､｢ 天 海とおきぬの 写真集｣ なども所 有しております。また､ ダ イ･バ

ーノンの遺 品のオー クションで購入した､ 天 海からバーノンに 贈られた本( 天海 の署 名入りである

ば かりでな<､ バーノン自身 が 天海 から贈られたものであることを書いて署 名してあります) なども

所 蔵しております が､ いずれも､ 書 庫のどこにあるかすぐに探せなくて写真を掲載 できませ ん。

｢奇 術五 十 年｣ は素 晴らしい本です 。明治 時 代の 、日 本の 奇 術界 がどのようなものであったの

か 俯瞰 できますし､ 天海 自身 が松 旭斎 天勝 一座 の一 員で渡米したため､ 内 側 から見た 当時 の奇

術 一 座の 状 況 や天 勝一 座 の公 演に 対するアメリカ合 衆国 での反 応につい てよくわ かりとても重

宝しま す。私 が感 動したの は､ 天勝 一座 がニューヨークの 一流 劇場 で上 演することになったとき

に､ ニューヨークの舞 台監督 にそれまで２時 間 かけて演じていて評判も良かった公 演をたった22

分で演じるように練習させられた話とか､ 初め て観 たハワード･ サー ストンの 舞 台に驚きすぎ て終

演後 椅子 から立 てなかったことなどです 。いまでも､ ニューヨークやラス･ ベガ スのショー･ ビジネ

スの 世界で生きて行< のは 並大 抵の 努 力で はありません が､ １００年も前 からそうだったとは 思い

もよりませ んでした。次 回も｢ 奇術 五十 年｣ については触れるつもりです 。
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